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日頃、県立図書館を利用する機会が少ない人に向
けて「図書館夏祭り」を開催します。県立高校の生
徒による自作絵本の読み聞かせ、劇団員による
「環境学習イベントステージ」、移動博物館車「ゆ
めはく」での珍しい標本や資料の展示、JICA関西
によるスタンプラリーなど、盛りだくさんの内容
です。夏休みの一日、県立図書館で楽しく学びま
しょう。（県立図書館 弦牧研太さん） 加東市の上久米地区では7月上旬から8月中旬にかけて、県道沿いの

農園や協同販売所に特産の「やしろの桃」が並びます。約40年前、地
区の人々によって開拓された桃園で栽培がスタート。現在11軒が生
産しており、栽培面積は約６haに及びます。直射日光によって実が硬
くならないよう、小粒のうちに手作業で
袋をかけるなど丹精込めた白桃は市場
を通さず、完熟の最もおいしい時期に
生産者自らが販売します。香り高く、
ジューシーで上品な甘さの果実は、ま
さしく旬の味わいです。（ JAみのり加東
営農経済センター）

県立図書館の夏祭り！

　7月25日㊏10時～15時 　県立図書館（明石市）
　無料 ●同館 　078-918-3366 　078-918-2500

　各50人（先着） 　前日までに　　で同館へ

図書館夏祭り
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自作絵本の読み聞かせに聞き入る参加者（昨年の様子）。
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応募方法は7面へ

県は、へき地等で勤務する医師を確保するため、神戸大学や兵庫医科大
学など対象5大学において修学資金の貸与を受けながら学び、医師となっ
て9年間の勤務年限を終了すれば返済が免除される「県地域医療支援医
師修学資金制度」を設けています。制度を利用している公立浜坂病院総
合診療科医長の古畑博史さんに話を聞きました。（取材・文 本紙編集部）

Q.制度利用の理由は。
神戸市の実家から通える医学部を志望してい
ました。兵庫医科大学は経済的に無理と諦めか
けた時に制度の対象だと知り、挑戦しました。

入学金、授業料に限
らず生活費まで貸し
ていただき、大変あり
がたかったです。

Ｑ．在学中、地域医療について感じたことは。
県のプログラムで公立浜坂病院を訪問する機
会があり、開業医が閉院していく中で地域の病
院はかかりつけ医の役割も担っていると教わり
ました。へき地で働く重要性を知り、身が引き締
まりました。
Ｑ．県の地域医療の印象は。
県では毎年、修学資金を受けた医師が20人ほ
ど地域の病院に赴任します。一人の医師が地域
に根付くのは現実的に難しい中、医師が確保で
きているという点では充実していると思います。

入院患者に体調を聞く古畑さん。「患者さんとはコミュニケーションを密に取るよう心がけています」

　県医務課 　078-362-3606 　078-362-4267

　JAみのり加東営農経済センター
　0795-40-0050 　
　0795-42-2679

「やしろの桃」100％の
「白桃ジャムももっ子（大）」
（480ｇ、1,650円）1個を

５人にプレゼント

患者と向き合い
地域に根差した医療を

制度の対象など
詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

月2回、訪問診療も。「診療所
だけでなく介護老人保健施
設も少ない地域では、患者
さんの自宅を施設や病院の
ように使う必要があります」

Q．今後の抱負は。
総合診療科は、特定の臓器や病気に限定せず
患者さんの体全体を診ます。地域のかかりつけ
医として初診から治療、場合によっては看取り
まで、一人一人と向き合える今の仕事にやりが
いを感じています。別の科の医師や理学療法
士、看護師とも連携しながら、患者さんの病気
だけでなく人生も診ることができる医師になる
ため、これからも頑張りたいです。

みと

メダカのコタロー劇団による「こども絵本劇場」「環境
学習イベントステージ」のみ申し込みが必要。


